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５月に新潟県期待のお米「新之助」の田植えをして、稲はスクスク育っています。 

 今年の草取りの指導は新潟県山田錦協議会の後継者２名が担当します。 

「かんばらの風が育てたモヒカン農家（自称）」の山崎哲志さんが、有機栽培 

で飼っているマガモを連れてきます。そして、子供達が熱烈に期待する 

「アイガモロボット」を操作して最先端の草取りをします。 

 山嵜さん、岩渕さんは最先端のＩＣＴ農業を取り入れながらも、環境にやさ 

しい農業を実践しています。長岡の街の子供たちに昔ながらの草取り方法を伝 

えながら、最先端の農業も学んでもらいます。 

 学校の田んぼから日本農業の新たな後継者が産まれることを願い、今年も５ 

年生とマガモ＆アイガモロボが表町小学校の田んぼを駆け巡ります！ 

 

場 所：長岡市立表町小学校  担任：菅原健一 先生 

      住所：〒940-0094長岡市中島5-7-7  TEL：0258-32-0073 

日 時：令和元年７月１６日（火）９：００～１０：３０（１～２時限目） 

 指 導：山嵜 哲志さん（有機栽培生産者）、岩渕高雄さん（新之助生産者） 

対 象：表町小学校５年１９名   ※小雨の場合は実施します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「マガモ」と「アイガモ・ロボット」草取り 

新之助を植えた田んぼで５年生が体験！ 
6年前に開墾した学校田で昔と未来の農業を体験し考えます 

お問い合わせ： ㈲エコ・ライス新潟   豊永(ﾄﾖﾅｶﾞ)  
TEL 0258-66-0070  携帯 090-6458-5535  
e‐mail office＠eco-rice.jp  HP http://www.eco-rice.jp/ 
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２年前の草取り。本物のマガモをおっかなびっくり抱

いてみると温かく血の通う生き物の温もりを感じた。 

開発中の「アイガモロボ」は５年生のハートをがっちりゲット。操縦に夢中になりな

がら「将来農業ロボを開発したい！」「農業に興味が出てきた」と前向きな意見多数！ 
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